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Figure1 授業実践のモデル図  
 
２.実践の方法と結果 









































Table1 関連づけ群における授業前後での変化パターンの生起頻度の人数分布  
         誤答→正答 (問題数） 
正答→誤答 (問題数） 
0 1 2 3 4 
0 8 14 0 1 0 
1 7 6 1 0 0 
2 3 0 0 0 0 
3 0 0 0 0 0 
4 0 0 0 0 0 
 
Table2 準関連づけ群における授業前後での変化パターンの生起頻度の人数分布  
         誤答→正答 (問題数） 
正答→誤答 (問題数） 
0 1 2 3 4 
0 8 12 3 2 0 
1 10 2 1 1 0 
2 0 0 0 0 0 
3 0 0 0 0 0 
4 1 0 0 0 0 
 
Table3 統制群における授業前後での変化パターンの生起頻度の人数分布  
         誤答→正答 (問題数） 
正答→誤答 (問題数） 
0 1 2 3 4 
0 37 0 0 0 0 
1 2 0 0 0 0 
2 0 0 0 0 0 
3 0 0 0 0 0 






































事後調査）のいずれにも参加した 20 名を，結果の分析対象者とした。 
手続き：事前調査→授業１「世界のタネの工夫（２時限）」→授業２「日本のタネの工夫（３時































一の２問，計 10 問。（3）「タネの認識」に関する自由記述課題。 
結果と考察 
（１）内包課題について 
事前，中間，事後の調査毎に正答数をまとめて，Table4 に示す。  
 








































































































3(15) 17(85) 10(50) 16(80) 19(95) 19(95) 14(70) 3(15)

































































授業では，守矢登（2000）「科学のアルバム イネの一生」の写真の一部を提示した。  












































































事前および事後の調査毎に正答数をまとめて，Table6 に示す。  
 























授業後でも 14 名（64％）正答率が約６割であった。さらに，参考までに内包課題の 7 つの小問に




として，事前および事後の正答数をまとめて，Table7 に示す。  
 










7 割から 9 割の多くの学習者が外延課題で花やタネやオシベ・メシベあると正答することができて
いた。さらに本授業内でも花やタネを提示していないムギについても，8 割から 9 割の学習者が事
後調査の外延課題ではタネやオシベ・メシベの存在について正しく予想できていた。ただし，ムギ
















イネ トウモロコシ タンポポ ムギ クヌギ 綿 インゲンマメ マツ
花ある 5(23) →20(91) 18(82)→19(86) 21(96)→21(96) 5(23)→14(64) 7(32) →10(46) 11(50) →18(82) 18(82) →19(87) 6(27) →10(46)
タネある 12(55)→20(91) 19(86)→21(96) 19(86)→22(100) 12(55)→18(82) 12(55)→18(82) 13(59) →17(77) 19(86)→16(73) 11(50)→15(68)
おしべめし
べある





孫（種）になっているんだよ～！１つぶ１つぶが，1 個の種になっているんだよ！ "）。  



































「誤前提課題」イネ -イネ群（11 名）     「誤前提課題」イネ -ムギ群（11 名）  
Figure2 「誤前提課題」の回答タイプの変化（事前→事後，図中の数字は人数）  
 
「誤前提課題」について，事前も事後も同一のイネの事例で質問する形式の場合（イネ -イネ群）









































摘がない回答（タイプ４）は 11 名中 1 名のみであった。  
さらに「誤前提課題」のイネ -ムギ群，すなわち，事前はイネで事後はムギで質問する形式の場
合においても，授業後の 5 年生 11 名中 2 名が，（本授業では扱わなかった事例の）ムギに花もタ
ネもあるのだという正しい内容を下級生に向けて教示することができた（タイプ１）。おしべめし
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業の開発－小学２年「タネの工夫」の授業実践を通して－ 日本教授学習心理学会第 10 回年会
予稿集 ,14-15.  
